
近江鉄道線ダイヤ改正に伴う
ちょこっとバスダイヤの一部改正について

東近江市都市整備部

公共交通政策課

資料１
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１ 概要

●改正内容
近江鉄道線のダイヤ改正（令和８年３月14日改正）に伴い、

鉄道との接続性を維持し、通勤・通学・通院等の日常移動へ
の影響を最小限とするため、関係するちょこっとバス路線に
おいて運行時刻を改正しました。

●対象路線・便
市原線 第１便、第４便
沖野玉緒線 第１便

●改正日
令和８年４月８日（水）
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２ 市原線の時刻表（改正後）

●第１便

（改正前）
永源寺支所 ６時５３分発
八日市駅 ７時３５分着

（改正後）※５分早く出発・到着
永源寺支所 ６時４８分発
八日市駅 ７時３０分着

●第４便

（変更前）
永源寺支所 ８時３０分発
八日市駅 ９時１８分着

（変更後）※５分遅く出発・到着
永源寺支所 ８時３５分発
八日市駅 ９時２３分着
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３ 沖野玉緒線の時刻表（改正後）

●第１便

（改正前）
東近江総合医療センター ７時０２分発
八日市駅 ７時３７分着

（改正後）※５分早く出発・到着
東近江総合医療センター ６時５７分発
八日市駅 ７時３２分着
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令和７年度東近江市コミュニティバス利用状況等について

東近江市都市整備部

公共交通政策課

資料２
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１ 利用者の推移（全体）

●利用者数 (単位：千人)
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145千人139 千人134 千人124 千人113 千人111 千人バス

36千人33千人33千人31千人22千人21千人タク
シー
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１ 利用者の推移（ちょこっとバス）

(単位：人 )
●利用者数 ●一日当たりの利用者数

(単位：人 )

路線名 令和７年度 令和６年度 増減
市原線 24,785 24,614 171
政所線 1,957 2,056 -99

甲津畑線 894 1,139 -245
湖東線 25,101 24,809 292
愛東線 16,978 16,118 860

沖野玉緒線 18,708 18,065 643
南部御園線 38,082 34,222 3,860

市街地循環線 11,946 11,313 633
市辺上平木線 1,901 2,044 -143

大中線 4,668 5,070 -402
合計 145,020 139,450 5,570

路線名 令和７年度 令和６年度 増減
市原線 68.5 68.0 0.5
政所線 5.4 5.7 -0.3 

甲津畑線 2.5 3.1 -0.7 
湖東線 69.3 68.5 0.8
愛東線 46.9 44.5 2.4

沖野玉緒線 51.7 49.9 1.8
南部御園線 105.2 94.5 10.7

市街地循環線 33.0 31.3 1.7
市辺上平木線 7.9 8.4 -0.6 

大中線 19.4 21.0 -1.7 
合計 409.7 395.1 14.6
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１ 利用者の推移（ちょこっとタクシー）

(単位：人 )
●利用者数 ●一日当たりの利用者数

(単位：人 )

路線名 令和７年度 令和６年度 増減 前年度比

愛東・湖東エリア 2,751 2,330 421 118%
小脇・建部エリア 1,135 1,200 -65 95%
市辺線 2,495 2,366 129 105%
平田線 1,991 1,498 493 133%
蒲生エリア(合計) 8,678 9,163 -485 95%
 蒲生エリア(一般のみ) 4,797 4,259 538 113%
五個荘エリア(合計) 3,374 2,354 1,020 143%
 五個荘エリア(一般のみ) 2,031 1,154 877 176%
新宮須田線 6,078 6,079 -1 100%
ドリーム城東線 4,668 4,667 1 100%
神郷線 3,821 3,350 471 114%
大中線 774 455 319 170%
合計 35,765 33,462 2,303 107%

路線名 令和７年度 令和６年度 増減
愛東・湖東エリア 7.60 6.44 1.16
小脇・建部エリア 3.14 3.31 -0.18
市辺線 6.89 6.54 0.36
平田線 5.50 4.14 1.36
蒲生エリア 23.97 25.31 -1.34
五個荘エリア 9.32 6.50 2.82
新宮須田線 16.79 16.79 0.00
ドリーム城東線 12.90 12.89 0.00
神郷線 10.56 9.25 1.30
大中線 5.57 3.27 2.29
合計 102.23 94.45 7.78
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２ 運行経費と収支率の推移（ちょこっとバス）

令和７年度令和６年度令和５年度令和４年度令和３年度令和２年度

221,149千円222,951千円205,945千円220,346千円184,495千円194,273千円運行経費

15.5%15.3%15.6%13.7%14.7%12.9%収支率
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２ 運行経費と収支率の推移（ちょこっとタクシー）

運行経費(千円) 収支率(％)
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50,276千円39,974千円36,312千円32,155千円26,537千円26,100千円運行経費

6.6%7.6%8.8%9.1%8.8%8.6%収支率
10



３ 収支構造

ちょこっとバス ちょこっとタクシー

【令和７年度】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（収支率6.6％）

運行経費
約5,028万円

市単費負担額
約3,901万円

県費補助金
約794万円

運賃収入
約333万円

【令和７年度】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（収支率15.5％）

運行経費
約2億2,115万円

市単費負担額
約1億6,460万円

県費補助金
約1,354万円

国費ﾌｨｰﾀﾞー
系統補助
約864万円 収入
市街地循環線 約3,437万円
大中線に

充当

【令和５年度】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（収支率15.6％） 【令和５年度】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（収支率8.8％）

運行経費 運行経費
約2億594万円 約3,631万円

市単費負担額
約1億4,701万円

県費補助金
約1,734万円

市単費負担額
約2,579万円

県費補助金
約732万円

※令和５年度から

バス対策及びデマンド運
行について一本化

運賃収入
約320万円

国費ﾌｨｰﾀﾞー
系統補助
約940万円 収入
市街地循環線 約3,219万円
大中線に

充当

【令和６年度】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（収支率15.3％） 【令和６年度】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（収支率7.6％）

運行経費 運行経費
約2億2,295万円 約3,997万円

市単費負担額
約1億6,299万円

県費補助金
約1,454万円

市単費負担額
約3,001万円

県費補助金
約694万円

運賃収入
約302万円

国費ﾌｨｰﾀﾞー
系統補助

約1,142万円 収入
市街地循環線 約3,400万円
大中線に

充当
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４ 買物お帰りきっぷ利用者の推移

令和７年度令和６年度令和５年度令和４年度令和３年度令和２年度店舗名
5,131人5,008人4,938人4,075人3,262人2,152人アルプラザ
115人121人127人112人ーーマックスバリュ

2,077人530人ーーーーフレンドマート
7,323人5,659人5,065人4,187人3,262人2,152人合計

●利用者数 (単位：人)
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東近江市地域公共交通計画
中間見直しに向けた取組状況について

資料５

東近江市都市整備部

公共交通政策課

～課題認識と見直しの方向性～
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１ 地域公共交通計画とは

市が公共交通を将来にわたり維持・確保するための基本方針

【基本方針１】まちづくり計画を踏まえた公共交通ネットワークの形成

【基本方針２】多様で高度なサービス・利用しやすい交通環境の提供

【基本方針３】公共交通の維持に向けた取組の推進

• 計画期間 ：令和４年度から令和13年度まで（10年間）
• 中間見直し：令和８年度（計画策定から５年目）

⇒ 社会情勢や利用実態の変化を踏まえ、中間見直しを実施

計画の概要

計画期間と中間見直し

中間見直しの視点

• 利用実態・移動ニーズ 【サービスの妥当性】
• 市民ニーズ・満足度 【市民満足度】
• 市の財政負担 【持続可能性】
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２ 政策方針に基づく施策の実施状況

【まとめ】 公共交通の利便性向上は進展した一方、
更なる利用者の確保と持続可能な運行体制の確保が課題

 停留所の新設・移設やダイヤ改正等による利便性向上（施策⑤、⑥、⑦、⑨）

 バスロケーションシステムによる利用環境の整備（施策⑧）

 モビリティマネジメントやイベント連携等による利用促進施策を実施（施策⑫、⑬）

 公共交通利用環境の整備（自転車駐車場整備）（施策④）

 自動運転サービスの継続運行（施策⑪）

 鉄道、路線バス、ちょこっとバス・ちょこっとタクシーの更なる乗り継ぎ改善

（施策⑤、⑥、⑦、⑨）

 ちょこっとタクシーのエリア再編等による運行の最適化と収支改善（施策⑨）

 更なる公共交通利用意識の醸成（施策⑫）

 パーク＆ライドの新たな候補地の検討（施策④）

計画では３つの基本方針、14の取組方針、38の施策を位置付け概ね計画に沿っ
て取組を進めている。

成果

課題
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３ 評価指標（ＫＰＩ15項目）による達成状況の検証

主な達成項目

 ちょこっとバス・ちょこっとタクシーの年間利用者数

 鉄道駅和式トイレの洋式化

改善している項目

• 公共交通に対する満足度

• 路線バス収支率

• 一次利用におけるＩＣカード利用率

• パーク＆ライド利用台数

課題が残る項目

 年１回以上の公共交通利用割合（ちょこっとバス・ちょこっとタクシー）

 ちょこっとバス・ちょこっとタクシーの認知度

 モビリティマネジメント学習の実施数

【まとめ】利用者数は回復傾向にあり、今後は利用頻度や
と認知度向上が必要 40



【結論】通院・買物等の日常移動への対応と
乗り継ぎの利便性向上が求められている

調査概要

４ アンケート結果（利用者・市民目線）

 令和７年12月実施

 対象：市内在住者6,561人（無作為抽出）

 回答：3,239件（回答率：49.4％）

主な結果

■ 移動実態
移動はマイカー中心

■ 市民ニーズ
公共交通の必要性は認識されている
特に通院・買物等の日常移動への対応を求める声が多い

■ 不満点
ちょこっとバス・ちょこっとタクシーの運行本数の増便・乗り継ぎ改善
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５ ヒアリング結果（関係者・事業者目線）

主な意見分野

運転手不足・担い手確保が最大の課題交通事業者（５社）

学校の統廃合を見据えた通学手段の確保教育（学校関係）

高齢者の通院・買物等移動支援と関係機関との連携

通院時の複数回乗継ぎ・長時間移動への対応

家族送迎負担の軽減

福祉（１団体）

医療（６施設１団体）

駅へのアクセス向上と来訪促進商工（２団体）

観光施設間を結ぶ移動手段の充実観光（１団体）

【まとめ】医療・福祉との連携や限られた輸送資源を踏まえた持続可能な
運行体制の確保が課題 42



６ 調査・評価結果からから見えた主な課題

■施策の実施状況
・利便性向上は進展
・更なる利用者の確保と収支改善

■ＫＰＩ評価
・公共交通利用割合の向上
・ちょこっとバス・ちょこっとタクシー

の認知度向上

■市民アンケート
・通院・買物等の日常移動への対応
・乗り継ぎ改善

■ヒアリング調査
・医療福祉との連携
・運転手不足への対応

①日常生活を支える利便性向上

②医療・福祉分野との連携

③持続可能な運行体制の構築

⇒施策評価、ＫＰＩ、市民アンケート

⇒市民アンケート、医療・福祉ヒアリング

⇒施策評価、ＫＰＩ、ヒアリング

抽出された主な課題調査結果
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７ 中間見直しにおける主な検討事項

【目指す公共交通の姿】

誰もが安心して住み続けられるネットワーク型公共交通体系の実現

通院・買物等の日常移動を支えながら持続可能性な公共交通を目指す

課題 検討の方向性

・通院・買物移動での利便性向上
・ダイヤ・乗り継ぎ改善
・エリア運行の在り方検討

・通院・買物等の移動ニーズへの対応
・通学を含めた移動手段の確保

・通院手段の確保
・高齢者の外出支援

①日常生活を支える利便性向上

②医療・福祉分野との連携

③持続可能な運行体制の構築

・医療機関送迎との連携強化
・高齢者の外出支援との連携

・運転手不足の深刻化
・運行経費の増加

・利用実態を踏まえた運行の最適化
・利用促進と認知度向上
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８ 計画見直しまでのスケジュール

・６月29日

現状を踏まえた課題認識と方向性の共有

・10月15日（予定） ダイヤ等（素案）の提示・意見照会

ダイヤ等（素案）の内容協議

・２月10日（予定）

計画全体の確認

・３月31日 東近江市地域公共交通計画の改訂

令和８年度

東近江市地域公共交通会議

東近江市地域公共交通会議

東近江市地域公共交通会議
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東近江市地域公共交通計画
中間見直し参考資料

東近江市都市整備部

公共交通政策課
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１ 施策の実施状況

取組状況実施施策取 組

道路管理者と連携し、整備手法や事業化の可能性について課題整理・検討を進
めている。

①-1 ＪＲ能登川駅東口周辺整備

①交通結節点へ
のアクセス強化

基
本
方
針
１

近江鉄道線の利用状況や駅周辺整備（八日市駅東西連絡通路）の動向を踏まえ、
関係部局と連携しながら、公共交通の利便性向上に資する整備の方向性につい
て検討を進めている。

①-2 近江鉄道駅周辺整備

道路整備計画との整合を図りながら、関係部局において事業の進め方や優先順
位について整理・検討を進めている。

①-3 都市計画道路等の道路整備
推進

ＪＲや近江鉄道線のダイヤ改正等の動向を踏まえ、円滑な乗り継ぎ確保に向け
て、コミュニティバスのダイヤ改正等運行見直しを順次実施している。

② 在来線･新幹線とのネットワー
ク強化

②広域交通ネッ
トワークの整備

地域公共交通計画の見直しと合わせ、まちづくり施策との連携による相乗効果
が図れるように取組の方向性について検討を進めている。

③-1 公共交通ネットワークをい
かしたまちづくりの推進

③まちづくり、
地域の活力創造
に寄与する公共
交通ネットワー
ク形成

令和４年度からちょこっとバス市街地循環線の実証運行を開始し、八日市駅か
ら八日市文化芸術会館や八日市図書館をつなぐなど中心市街地における回遊性
の向上や公共施設へのアクセス向上に取り組んでいる。

③-2 中心市街地活性化の取組推
進

観光・文化スポーツ分野との連携可能性について、情報収集や関係部局との情
報共有を行っており、今後の具体的な取組につなげていく。

③-3 観光･文化スポーツ分野での
公共交通活用に向けた取組推進

企業誘致や働く人の移動環境の視点も踏まえ、公共交通の利便性向上に資する
取組の可能性について、関係部局と情報共有を図っている。

③-4 公共交通網をいかした企業
誘致の推進

公共交通利用環境の改善の一環として、関連施設におけるバリアフリー・利用
環境の改善を進めている。

④-1 ユニバーサルデザインの推
進

④公共交通利用
環境の整備

利用者が安心して公共交通を利用できるよう、バス停等における待合環境の改
善について、現地状況や利用実態を踏まえながら、必要に応じて対応を進めて
いる。

④-2 待合環境等の改善

近江鉄道市辺駅徒歩5分の市営駐車場において、18台分を確保しているほか、他
の鉄道駅においてもパーク＆ライド整備に向け、用地の検討等を行っている。
また、鉄道駅周辺において自転車駐車場を適正に整備することで、サイクル＆
ライドを推進している。

④-3 パーク＆ライド、サイクル
＆バスライドの推進

ちょこっとバスにおいては全車両でノンステップ車両を導入しており、路線バ
スや一般タクシーについても交通事業者によるバリアフリー対応車両の導入状
況を踏まえながら、利用環境の改善を図っている。

④-4 ノンステップ車両･障害者対
応車両の拡充

公共交通における環境負荷低減に向け、国の動向や交通事業者の導入状況等を
注視しながら、導入可能性について情報収集に努めている。

④-5 環境負荷低減車両導入に向
けた検討 47



取組状況実施施策取 組

ＪＲや近江鉄道線のダイヤ改正等の動向を踏まえ、円滑な乗り継ぎ確保に向けて、
コミュニティバスのダイヤ改正等運行見直しを順次実施している。

⑤ 通勤･通学時の利便性向上（バ
スの時刻改正）

⑤鉄道･バスの結
節性の向上

基
本
方
針
２

路線バスについては、交通事業者における運行状況や利用実態を踏まえ、必要に応
じて交通事業者と情報共有や意見交換を行っている。

⑥-1 利用動態･将来需要を見据え
た路線バスの路線見直し

⑥路線バス･ちょ
こっとバスの効
率的な運行

ちょこっとバスについては、利用実態や利用者ニーズ、鉄道等の接続性を踏まえな
がら、より利便性が高く効率的な運行となるよう、必要に応じて運行内容の検証・
見直しを行ってる。

⑥-2 利用動態･将来需要を見据え
たちょこっとバスの路線見直し

公共交通の定時制向上に資する施策として、他自治体の事例や導入効果等の情報収
集に努めているが、本市の道路交通環境や費用対効果を踏まえると、現時点では導
入に至っていない。

⑥-3 公共交通優先システム（Ｐ
ＴＰＳ）導入に向けた検討

利用実態や周辺環境の変化、地域からの要望等を踏まえながら、必要に応じて停留
所の増設や位置変更等について検討し、対応を行っている。

⑦ 停留所の見直し（増設、位置
変更、統合等）

⑦停留所の見直
し

令和４年度にちょこっとバスにバスロケーションシステムを導入し、リアルタイム
での運行情報の把握を可能とすることで、利用者の利便性向上を図っている。

⑧-1 バスロケーションシステム
の導入

⑧ＩＣＴを活用
した情報サービ
スの提供

ＭａａＳについては、他自治体の導入事例や活用状況等の情報収集を行っているが、
費用対効果や本市における導入手法の整理など検討すべき課題があることから、現
時点での導入には至っていない。

⑧-2 ＭａａＳ導入に向けた環境
整備の推進

ちょこっとバスでは、政所線及び甲津畑線を除く路線でＩＣＯＣＡを導入している
ほか、路線バスにおいても交通系ＩＣカードが利用可能となっている。さらに、令
和８年３月から近江鉄道線でもＩＣＯＣＡが導入され、公共交通利用時の支払の利
便性向上や乗り継ぎしやすい環境づくりが進んでいる。

⑧-3 交通系ＩＣカードの利用拡
大

１ 施策の実施状況
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取組状況実施施策取 組

利用状況や地域ニーズ、他の公共交通との役割分担を踏まえながら、より効率
的かつ利便性の高い運行エリアの在り方について検証を行っている。

⑨-1 運行エリアの再編･見直し

⑨ちょこっとタ
クシーの運行見
直し

基
本
方
針
２

利用者ニーズや運行の効率性、持続可能な運行体制の確保の観点から、より効
果的な運行方式について情報収集・検討を行っている。

⑨-2 定時定路線方式からエリア
運行への変更

利用実態や利用者ニーズを踏まえながら、より利用しやすい運行時間の在り方
について検証を行っている。

⑨-3 運行時間の改編

公共交通の持続可能な運行に向け、他自治体の運賃設定や運行状況等の動向を
注視しているが、現時点では大きな運賃改定の動きが見られないことから、本
市においてもちょこっとバス・ちょこっとタクシーの運賃は現行の200円を維持
している。

⑩-1 公共交通ネットワーク維持
確保のための収支構造や運営形態
の改善

⑩運賃体系の見
直し検討 ちょこっとバスでは、政所線及び甲津畑線を除く路線でＩＣＯＣＡを導入して

いるほか、路線バスにおいても交通系ＩＣカードが利用可能となっている。さ
らに、令和８年３月から近江鉄道線でもＩＣＯＣＡが導入され、公共交通利用
時の支払の利便性向上や乗り継ぎしやすい環境づくりが進んでいる。

⑩-2 移動をサービスと捉えた多
様な運賃体系や決済システムの検
討

自動運転サービスとして、奥永源寺けい流カーを運行しており、地域の高齢者
をはじめとした住民の移動手段として活用している。合わせて、令和６年度に
は株式会社ブリヂストンと連携協定を締結し、エアフリータイヤの実装に向け
た連携を進めるなど、自動運転技術を活用した持続可能な地域交通の実現に向
けて取り組んでいる。

⑪ 自動運転サービスの推進と他
地域展開に向けた課題検証

⑪自動運転社会
を見据えた取組
推進

１ 施策の実施状況
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取組状況実施施策取 組

高齢者サロンや県と連携した小学校での交通環境学習など、様々な機会を通じ
て、身近な公共交通の利用方法や活用方法について啓発を行い、将来の公共交
通利用者の育成に取り組んでいる。

⑫-1 モビリティ･マネジメントの
推進

⑫利用者意識の
醸成

基
本
方
針
３

市広報紙による公共交通利用促進の啓発や、ケーブルテレビでのちょこっとバ
スＣＭの放映などを通じて、公共交通を自分事の移動手段として捉えてもらう
「マイバス意識」の醸成を図り、利用促進に取り組んでいる。

⑫-2 広報展開の拡大

商業施設と連携し、買物お帰りきっぷ事業の対象を拡大するなど、公共交通を
利用するきっかけづくりやおでかけ機会の創出に取り組んでいる。

⑬-1 商業施設等と連携した公共
交通利用機会の創出

⑬公共交通利用
機会の創出

観光イベント等の開催に合わせ、公共交通利用による来場を促進するため、帰
路運賃の無料化など利用促進策を実施し、公共交通の利用機会の創出に取り組
んでいる。

⑬-2 観光イベント等との連携

高齢者の外出機会の確保を図るため、健康福祉分野と連携し、高齢者サロン等
を活用した交通環境学習を実施し、コミュニティバスの利用方法の周知及び利
用促進を図っている。

⑬-3 高齢者のおでかけ機会の創
出に向けた健康福祉分野との連携

近隣市町と連携し、近江鉄道線の利用促進に向け、イベント開催による利用促
進策を実施している。

⑬-4 近隣市町と連携した公共交
通利用施策の実施

利用者の視点に立ったサービス向上の取組として、新型コロナウイルス感染症
対応地方創生臨時交付金を活用し、令和２年度及び令和３年度に定期券購入支
援補助金を実施した。合わせて、令和３年度には補助金利用者を対象としたア
ンケート調査を実施し、その結果を踏まえ、近江鉄道・路線バス通学利用促進
補助金制度を開始した。

⑬-5 利用者の視点に立ったサー
ビス向上の取組

ちょこっとバス停留所へのネーミングライツ導入について、令和７年度にネー
ミングライツ制度を導入し、市ホームページ等で募集を行っている。

⑭-1 停留所へのネーミングライ
ツ導入の検討

⑭多様な手段に
よる運行維持に
係る資金の確保

車両ラッピング等による運賃外収入の確保について、市ホームページ等を通じ
て、ラッピング広告を含む車外広告の募集を行い、運賃外収入の確保に取り組
んでいる。

⑭-2 車両ラッピング等による運
賃外収入の確保

多様な財源確保の取組として、近江鉄道線の存続に向けたガバメントクラウド
ファンディングを実施し、鉄道の維持及び利用促進事業の財源確保を図ってい
る。

⑭-3 多様な原資の活用（ふるさ
と寄附等）

ちょこっとバス政所線に続き、令和５年度から奥永源寺けい流カーにおいても
少量貨物輸送を実施している。

⑭-4 少量貨物輸送実施路線の拡
大

１ 施策の実施状況
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２ 評価指標の達成状況

評 価実績（R7）目標（R7）基準値（R2）指標
N
o

テレワークや人口減少等
により目標未達。
鉄道・バスとの接続性向
上により利用促進に取り
組む。

能登川駅 6,315人/日

八日市駅 2,145人/日

能登川駅 7,300人/日

八日市駅 2,400人/日

能登川駅 5,748人/日

八日市駅 1,608人/日

JR能登川駅乗車数
近江鉄道八日市駅乗車数

1

基
本
方
針
１

人口減少やマイカー利用
型地域により目標未達。
鉄道・バスとの接続性向
上により利用促進に取り
組む。

132万人135万人101万人
近江鉄道年間乗車数
（市内13駅）

2

計画どおり整備を完了
（市辺駅、新八日市駅、
五箇荘駅）

洋式化完了和式トイレ3駅洋式化和式トイレ3駅
鉄道駅和式トイレの
洋式化

3

通学定期補助を実施し利
用促進を図っているが、
引き続き近江バスと連携
し、更なる利用促進に取
り組む。

日八線 43.3%
御園線 31.0%
神崎線 45.3%
角能線 43.3%

日八線 50.7%
御園線 35.9%
神崎線 51.5%
角能線 31.7%

日八線 38.3%
御園線 28.1%
神崎線 39.2%
角能線 20.0%

路線バス収支率4

各種利用促進による公共
交通利用機会の創出によ
り、利用者数が年々増加。
更なる利用促進と利便性
向上に取り組む。

180,785人/年170,000人/年131,883人/年
ちょこっとバス・ちょ
こっとタクシーの年間利
用者数

5

市辺駅徒歩5分にある市営
駐車場は18枠ある。
引き続き、新たな駐車場
候補地の調査・検討を進
める。

18台30台4台パーク＆ライド利用台数6
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２ 評価指標の達成状況

評 価実績（R7）目標（R7）基準値（R2）指標
N
o

利用者ニーズを踏まえ、利
便性向上と情報発信に取り
組む。

18.3%20.0%14.4%公共交通に対する満足度7

基
本
方
針
２

マイカー依存などにより公
共交通利用が進まなかった。
利用者ニーズを踏まえ、利
便性向上と情報発信に取り
組む。

9%21%9%

年1回以上の公共交通利用割
合
（ちょこっとバス、ちょこっとタク
シー）

8

目標は未達だが、利用率は
約2倍でキャッシュレス化に
効果があった。
近江鉄道線へのICOCA導入に
よりちょこっとバスにおけ
る利用率向上が期待できる。

25%50%
13%

※R4.1
一時利用におけるＩＣカード
利用率

9

上昇率は30％以内で抑える
ことができたが、燃料費や
人件費の高騰により国・
県・市の負担額は上昇。
今後、より一層の利用促進
により乗車人員の増加を図
る。

41,820万円
基準値からの上昇率
を30%以内に抑える

35,328万円

路線バス（角能線を含む）･
ちょこっとバス･ちょこっと
タクシー運行に係る国･県･市
の負担額

1
0
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２ 評価指標の達成状況

評 価実績（R7）目標（R7）基準値（R2）指標
N
o

ちょこっとバス・ちょこっ
とタクシーの認知度が低く、
利用につながっていない。
高齢者サロンへの出前講座
や商業施設と連携した買物
お帰りきっぷ等により認知
度向上を図る。

ちょこっとバス
16％

ちょこっとタクシー
6％

ちょこっとバス
30％

ちょこっとタクシー
18％

ちょこっとバス
18％

ちょこっとタクシー
6％

ちょこっとバス・ちょこっと
タクシーの認知度
（運行ﾙｰﾄ･ｴﾘｱ）

1
1

基
本
方
針
３

小学校と連携し継続的に実
施しているが、学校側の要
望に基づくため、目標未達。
次世代の公共交通利用者の
育成に向け、学校側で取り
組みやすいように県と連携
を進める。

8校14学級15校30学級10校20学級
モビリティ・マネジメント学
習の実施数

1
2

毎年5店舗以上に働きかけを
しているが、事業者負担が
課題で目標値に至っていな
い。外出機会創出のため、
更なる店舗の拡大を図る。

3店舗5店舗1店舗
買物お帰りきっぷ事業
実施店舗数

1
3

ちょこっとバスの車外広告
や能登川駅壁面広告、ネー
ミングライツの活用により
自主財源確保に努めている。

1,123,100円1,300,000円1,057,700円広告収入額
1
4

現在、ちょこっとバス政所
線及び自動運転サービスで
実施している。
物流課題への対応策として
引き続き可能性を検討する。

2路線3路線1路線少量貨物輸送実施路線数
1
5
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地
域

公
共

交
通

会
議

　
収

支
決

算
書

（
案

）

科
目

科
目

負
担

金

補
助

金

合
　

計

事
務

費

収
支

差
引

合
　

計

諸
収

入収
入

1
8
,
1
9
5
,
6
2
0
円

　
－

　
1
8
,
1
9
3
,
8
7
0
円

　
＝

　
1
,
7
5
0
円

（
翌

年
度

へ
繰

越
）

事
業

費

資
料
６
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路線バス及びちょこっとバスを対象とした国庫補助金の申請について

東近江市都市整備部

公共交通政策課

資料７
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路線バス及びちょこっとバスを対象とした国庫補助金の申請について

１ 路線バスを対象とした国庫補助金申請について

２ ちょこっとバスを対象とした国庫補助金申請について

事業期間：令和８年10月１日～令和９年９月30日
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別
 
紙
（
地
域
間
幹
線
系
統
）

 
 

令
和
８
年
６
月

2
9
日
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
名
称
）
東
近
江
市
地
域
公
共
交
通
会
議
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

１
．
地
域
公
共
交
通
確
保
維
持
事
業
に
係
る
目
的
・
必
要
性
 

本
市

に
は
、

近
江
鉄

道
が
運
行

す
る

路
線

バ
ス
で

あ
る
日
八

線
、

御
園

線
、
神

崎
線
の
３

路
線

５
系

統

が
交

通
結
節

点
と
な

る
鉄
道
駅

と
市

内
外

の
各
地

域
を
結
ん

で
い

る
。
 

日
八

線
は
、

Ｊ
Ｒ
近

江
八
幡
駅

か
ら

本
市

平
田
・

市
辺
地
域

の
平

田
地

区
及
び

蒲
生
地
域

を
通

り
、

日

野
町

北
畑
ま

で
を
結

ぶ
系
統
と

蒲
生

地
域

の
長
峰

団
地
ま
で

を
結

ぶ
系

統
等
が

あ
り
、
主

に
高

校
生

や
大

学
生

な
ど
の

通
学
利

用
が
多
い

路
線

で
あ

る
。
 

御
園

線
は

、
近
江

鉄
道
八

日
市

駅
を

起
点

に
国
道

4
2
1
号
を

通
り
、
永

源
寺

地
域
の

永
源

寺
相

谷
町

ま
で

を
結

ぶ
路
線

で
あ
る

。
利
用
者

は
、

近
江

鉄
道
八

日
市
駅
か

ら
東

近
江

総
合
医

療
セ
ン
タ

ー
へ

の
通

院
利

用
や

国
道

42
1
号

沿
い

に
立
地

す
る

工
場

等
へ
の

通
勤
利
用

な
ど

が
あ

る
。
 

神
崎

線
は
、

近
江
鉄

道
八
日
市

駅
か

ら
五

個
荘
地

域
を
通
り

、
Ｊ

Ｒ
能

登
川
駅

ま
で
を
結

ぶ
路

線
で

あ

る
。

利
用
者

は
、
八

日
市
高
校

や
能

登
川

高
校
へ

の
通
学
利

用
が

多
く

あ
る
。
 

こ
の

よ
う
に

市
内
外

の
交
通
結

節
点

と
市

内
地
域

拠
点
等
を

連
絡

し
、

市
内
外

に
お
け
る

通
勤

・
通

学

や
通

院
等
の

様
々
な

日
常
生
活

の
移

動
を

支
え
て

い
る
こ
と

か
ら

、
コ

ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス

路
線

と
の

効
果

的
な

接
続
を

行
い
、

地
域
の
実

情
に

応
じ

た
公
共

交
通
ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
構
築

す
る
こ
と

で
幹

線
軸

と
し

て
持

続
可
能

な
運
行

を
図
っ
て

い
く

必
要

が
あ
る

。
 

２
．
地
域
公
共
交
通
確
保
維
持
事
業
の
定
量
的
な
目
標
・
効
果
 

（
１
）
事
業
の
目
標
 

 
路

線
バ

ス
は

地
域

拠
点

と
交

通
結

節
点

を
結

ぶ
重

要
な

役
割

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

ま
ち

づ
く

り
計

画
を

踏
ま

え
た
公

共
交
通

ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク

の
構

築
を
進

め
る
こ
と

に
よ

り
、

収
支
率

の
向
上
を

図
る

。
 

 

○
路

線
バ
ス

収
支
率

の
向
上
 

 
 

 
 
 

 
＜
令

和
２
年
度

＞
 

 
 

＜
令
和

８
年
度
＞

 

 
 

日
八
線

 
 
 

3
8
.
3％

 
 

 
⇒
 

 
 

50
.
7
％
 
（

令
和

７
年

度
の
実

績
4
3.3

％
）
 

 
 

御
園
線

 
 
 

2
8
.
1％

 
 

 
⇒
 

 
 

35
.
9
％
 
（

令
和

７
年

度
の
実

績
3
1.0

％
）
 

 
 

神
崎
線

 
 
 

2
0
.
0％

 
 

 
⇒
 

 
 

51
.
5
％
 
（

令
和

７
年

度
の
実

績
4
5.3

％
）
 

 

○
路

線
バ
ス

に
対
す

る
満
足
度

の
向

上
 

 
満

足
度

2
0
％

以
上

（
直
近

年
度

の
実

績
1
8.
3
％

）
と

す
る

。
 

 
  

（
２
）
事
業
の
効
果
 

路
線

バ
ス

の
３

路
線

５
系

統
を

維
持

す
る

こ
と

に
よ

り
、

通
勤

・
通

学
・

通
院

の
ほ

か
、

高
齢

者
等

外

出
促

進
な
ど

日
常
生

活
に
必
要

不
可

欠
な

移
動
手

段
が
確
保

で
き

る
。
 

ま
た

、
本

市
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
バ

ス
と

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

構
築

す
る

こ
と

で
、

効
率

的
な

運
行

体
系

が

実
現

で
き

る
と

と
も

に
、

地
域

活
性

化
に

も
つ

な
が

る
。

加
え

て
、

高
齢

者
ド

ラ
イ

バ
ー

の
事

故
減

少
や

マ
イ

カ
ー
か

ら
の
転

換
に
よ
る

環
境

負
荷

の
低
減

を
図
る
こ

と
が

で
き

る
。
 

３
．
２
．
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
行
う
事
業
及
び
そ
の
実
施
主
体
 

・
系

統
や
便

数
、
運

行
ダ
イ
ヤ

の
見

直
し

（
事
業

者
）
 

・
鉄

道
や

路
線

バ
ス

も
含

め
た

公
共

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

が
分

か
る

路
線

図
を

掲
載

し
た

本
市

コ
ミ

ュ

ニ
テ

ィ
バ
ス

の
時
刻

表
を
作
成

・
全

戸
配

布
（
東

近
江
市
）

 

・
小

学
生
・
中

学
生

に
対
す
る

モ
ビ

リ
テ

ィ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト

教
育

の
実

施
（
東

近
江
市
、
県

、
事
業

者
） 

・
高

齢
者
サ

ロ
ン
に

お
け
る
出

前
講

座
の

実
施
（

東
近
江
市

）
 

・
全

国
共
通

交
通
系

Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
（

Ｉ
Ｃ

Ｏ
Ｃ
Ａ

）
利
用
率

の
向

上
（

東
近
江

市
、
運
行

事
業

者
）
 

・
東

近
江

市
近

江
鉄

道
・

路
線

バ
ス

利
用

促
進

補
助

金
に

よ
る

市
内

中
学

生
・

高
校

生
を

対
象

に
し

た

利
用

促
進
及

び
新
規

利
用
者
の

掘
り

起
こ

し
（
東

近
江
市
）
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別
 
紙
（
地
域
間
幹
線
系
統
）

 
４
．
地
域
公
共
交
通
確
保
維
持
事
業
に
よ
り
運
行
を
確
保
・
維
持
す
る
運
行
系
統
の
概
要
及
び
 

運
送
予
定
者
 

地
域

公
共
交

通
確
保

維
持
改
善

事
業

費
補

助
金
交

付
要
綱
「

表
１

」
を

添
付
。
 

５
．
地
域
公
共
交
通
確
保
維
持
事
業
に
要
す
る
費
用
の
総
額
、
負
担
者
及
び
そ
の
負
担
額
 

地
域

公
共

交
通

確
保

維
持

事
業

に
よ

っ
て

運
行

の
維

持
を

図
る

路
線

５
系

統
に

つ
い

て
、

そ
の

運
行

に

係
る

費
用
総

額
の
う

ち
、
経
常

欠
損

額
の

4
5
％
を

限
度
と

し
て

「
東

近
江
市

生
活
交
通

路
線

維
持

費
補
助

金
交

付
要

綱
」
、
「

生
活

交
通

路
線

維
持

に
係

る
国

庫
補

助
金

制
度

」
及

び
「

滋
賀

県
バ

ス
運

行
対

策
費

補

助
金

交
付
要

綱
」
に
基

づ
き
、
国
（

２
分
の

１
）
、
県
（
４

分
の

１
）
及

び
市
（

４
分
の

１
）
が
補

助
を
行

っ
て

い
る
。
 

ま
た

、
収
支

率
が

5
5
％

を
満

た
な

い
場

合
は
、

そ
の
差
額

に
つ

い
て

、
市
が

単
独
補
助

を
行

い
路

線
バ

ス
の

維
持
継

続
を
図

っ
て
い
る

。
 

 
※

詳
細
は

地
域
公

共
交
通
確

保
維

持
改

善
事
業

費
補
助
金

交
付

要
綱

「
表
２

」
を
添
付

。
 

 ６
．
２
．
の
目
標
・
効
果
の
評
価
手
法
及
び
測
定
方
法
 

・
利

用
者
数

や
収
支

に
つ
い
て

、
数

値
指

標
に
よ

る
モ
ニ
タ

リ
ン

グ
・

評
価
を

実
施
 

・
利

用
者
の

満
足
度

に
つ
い
て

市
民

意
識

調
査
を

実
施
 

・
路

線
ご
と

の
収
支

に
つ
い
て

数
値

指
標

に
対
す

る
評
価
を

実
施
 

 ７
．
補
助
対
象
事
業
の
基
準
ホ
た
だ
し
書
に
基
づ
き
、
協
議
会
が
平
日
１
日
当
た
り
の
運
行
回
数

が
３
回
以
上
で
足
り
る
と
認
め
た
系
統
の
概
要
 

【
地
域

間
幹
線

系
統

の
み
】
 

 
※

該
当
な

し
 

 

８
．
補
助
対
象
事
業
の
基
準
ニ
に
基
づ
き
、
協
議
会
が
「
広
域
行
政
圏
の
中
心
市
町
村
に
準
ず
る

生
活
基
盤
が
整
備
さ
れ
て
い
る
」
と
認
め
た
市
町
村
の
一
覧
 

【
地
域

間
幹
線

系
統

の
み
】
 

※
該

当
な
し
 

 ９
．
生
産
性
向
上
の
取
組
に
係
る
取
組
内
容
、
実
施
主
体

、
定
量
的
な
効
果
目
標
、
実
施
時
期
及

び
そ
の
他
特
記
事
項
 

【
地
域

間
幹
線

系
統

の
み
】
 

３
．

２
の
よ

う
に
、

県
、
事
業

者
と

の
連

携
に
よ

る
利
便
性

の
向

上
及

び
利
用

促
進
を
図

る
。
 

1
0
．
地
域
公
共
交
通
確
保
維
持
改
善
事
業
を
行
う
地
域
の
概
要
 

【
地
域

内
フ
ィ

ー
ダ

ー
系
統

の
み

】
 

 
※

該
当
な

し
 

 

1
1
．
車
両
の
取
得
に
係
る
目
的
・
必
要
性
 

【
車

両
減
価

償
却
費

等
国
庫

補
助

金
・

公
有
民

営
方

式
車

両
購
入

費
国
庫

補
助
金

を
受

け
よ

う
と
す

る
場
合

の
み

】
 

 
地

域
公
共

交
通
確

保
維
持
改

善
事

業
費

補
助
金

交
付
要
綱

「
表

６
」

を
添
付

。
 

 

1
2
．
車
両
の
取
得
に
係
る
定
量
的
な
目
標
・
効
果
 

【
車

両
減
価

償
却
費

等
国
庫

補
助

金
・

公
有
民

営
方

式
車

両
購
入

費
国
庫

補
助
金

を
受

け
よ

う
と
す

る
場
合

の
み

】
 

（
１
）
事
業
の
目
標
 

※
該

当
な
し
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別
 
紙
（
地
域
間
幹
線
系
統
）

 
（
２
）
事
業
の
効
果
 

 
※

該
当
な

し
 

1
3
車
両
の
取
得
計
画
の
概
要
及
び
車
両
の
取
得
を
行
う
事
業
者
又
は
地
方
公
共
団
体
、
要
す
る
費

用
の
総
額
、
負
担
者
と
そ
の
負
担
額
【

車
両
減
価

償
却

費
等

国
庫
補

助
金
・
公
有

民
営

方
式

車
両
購

入
費
国

庫
補

助
金
を

受
け

よ
う
と

す
る

場
合

の
み
】
 

地
域

公
共
交

通
確
保

維
持
改
善

事
業

費
補

助
金
交

付
要
綱
「

表
７

」
を

添
付
。
 

 

1
4
．
老
朽
更
新
の
代
替
に

よ
る
費
用
の
削
減
等
に
よ
る
地
域
公
共
交
通
確
保
維
持
事
業
に
お
け
る

収
支
の
改
善
に
係
る
計
画
（
車
両
の
代
替
に
よ
る
費
用
削
減
等
の
内
容
、
代
替
車
両
を
活
用

し
た
利
用
促
進
策
）
 

【
公
有

民
営
方

式
車

両
購
入

費
国

庫
補
助

金
を

受
け
よ

う
と

す
る
場

合
の

み
】
 

 
※

該
当
な

し
 

 1
5
．
貨
客
混
載
の
導
入
に
係
る
目
的
・
必
要
性
 

【
貨
客

混
載
導

入
経

費
国
庫

補
助

金
を
受

け
よ

う
と
す

る
場

合
の
み

】
 

※
該

当
な
し
 

1
6
．
貨
客
混
載
の
導
入
に
係
る
定
量
的
な
目
標
・
効
果
 

【
貨
客

混
載
導

入
経

費
国
庫

補
助

金
を
受

け
よ

う
と
す

る
場

合
の
み

】
 

（
１
）
事
業
の
目
標
 

※
該

当
な
し
 

（
２
）
事
業
の
効
果
 

 
※

該
当

な
し
 

1
7
．
貨
客
混
載
の
導
入
に
係
る
計
画
の
概
要
、
要
す
る
費
用
の
総
額
、
内
訳
、
負
担
者
及
び
負
担

額
【

貨
客

混
載
導

入
経

費
国

庫
補

助
金
を

受
け

よ
う
と

す
る

場
合
の

み
】
 

※
該

当
な
し
 

  

1
8
．
協
議
会
の
開
催
状
況
と
主
な
議
論
 

 
令

和
８
年

６
月

2
9
日

 
 

 
地

域
間

幹
線
系

統
確
保
維

持
改

善
計

画
の
内

容
に
つ
い

て
協

議
 

 1
9
．
利
用
者
等
の
意
見
の
反
映
状
況
 

本
会

議
に

は
自

治
会

代
表

者
、

利
用

者
の

代
表

、
各

種
団

体
の

代
表

者
が

委
員

と
し

て
参

加
い

た
だ

い

て
お

り
、
本

計
画
に

つ
い
て
審

議
い

た
だ

い
た
。
 

 

 

【
本
計
画
に
関
す
る
担
当
者
・
連
絡
先
】
 

（
住
 
所
）
東
近
江
市
八
日
市
緑
町

1
0
番
５
号
 
 
 

 

（
所
 
属
）
公
共
交
通
政
策
課
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
氏
 
名
）
小
杉
、
村
田
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
電
 
話
）
0
7
4
8
-
2
4
-
5
6
5
8
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
e
-
m
a
i
l
）
k
o
t
s
u
@
c
i
t
y
.
h
i
g
a
s
h
i
o
m
i
.
l
g
.
j
p
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１ 路線バスを対象とした国庫補助金申請について(R８.10.1～R９.9.30運行分）

【地域間幹線系統補助】
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１ 路線バスを対象とした国庫補助金申請について

日八線運行系統図（旧市町境界）
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１ 路線バスを対象とした国庫補助金申請について

御園線運行系統図（旧市町境界）
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１ 路線バスを対象とした国庫補助金申請について

神崎線運行系統図（旧市町境界）
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２ ちょこっとバスを対象とした国庫補助金申請について（R８.10.1～R９.9.30運行分）

【地域内フィーダー系統補助】
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２ ちょこっとバスを対象とした国庫補助金申請について
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２ ちょこっとバスを対象とした国庫補助金申請について
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別
 
紙
（
フ
ィ
ー
ダ
ー
系
統
）

 
 

令
和
８
年
６
月

2
9
日
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
名
称
）
東
近
江
市
地
域
公
共
交
通
会
議
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

１
．
地
域
公
共
交
通
確
保
維
持
事
業
に
係
る
目
的
・
必
要
性
 

バ
ス

交
通

は
、

地
域

住
民

、
特

に
高

齢
者

や
児

童
・

生
徒

、
障

害
者

な
ど

交
通

弱
者

が
日

常
生

活
を

送

る
上

で
欠

か
す

こ
と

の
で

き
な

い
重

要
な

移
動

手
段

で
あ

り
、

超
高

齢
社

会
の

進
行

に
よ

り
そ

の
重

要
性

は
一

層
高
ま

っ
て
い

く
こ
と
が

予
想

さ
れ

る
。
 

こ
う

し
た
中

で
、
大

中
線
は
、
平

成
1
8
年

の
市
町

合
併
時

、
東

近
江

市
能
登

川
地
区
の

Ｊ
Ｒ

琵
琶

湖
線

西
側
（

琵
琶
湖

側
）
が
公

共
交

通
空

白
地

で
あ
っ

た
た
め
、
翌

年
1
0
月

か
ら
『
能

登
川

地
区

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
バ

ス
実
証

運
行
』
を

開
始
し

、
３

年
半

の
検
証

を
経
て
、
平

成
2
3
年

度
か
ら

本
格
運

行
に

移
行

し
高
齢

者
等

交
通
弱

者
の
重

要
な
交
通

手
段

と
し

て
運
行

し
て
い
る

。
 

市
街

地
循

環
線

は
、

東
近

江
市

の
核

で
あ

る
八

日
市

駅
周

辺
の

中
心

市
街

地
の

に
ぎ

わ
い

創
出

と
商

業

等
の

活
性

化
を

推
進

す
る

「
東

近
江

市
中

心
市

街
地

活
性

化
基

本
計

画
」

と
連

携
し

、
中

心
市

街
地

の
活

性
化

を
図
る

た
め
令

和
４
年
４

月
１

日
か

ら
運
行

を
開
始
し

て
い

る
。
 

当
該

地
域
に

お
い
て

は
、
今
後

も
高

齢
者

を
は
じ

め
、
す
べ

て
の

人
々

が
持
続

的
に
利
用

で
き

る
生

活

交
通

手
段
で

あ
る
「

バ
ス
交
通

」
を

効
果

的
に
運

行
し
、
地

域
の

生
活

交
通
手

段
の
維
持

確
保

を
図

っ
て

い
く

必
要
が

あ
る
。
 

２
．
地
域
公
共
交
通
確
保
維
持
事
業
の
定
量
的
な
目
標
・
効
果
 

（
１
）
事
業
の
目
標
 

【
大

中
線
】
 

能
登

川
病

院
～

Ｊ
Ｒ

能
登

川
駅

～
能

登
川

西
部

地
域

を
結

ぶ
大

中
線

の
運

行
を

維
持

確
保

し
、

沿
線

自

治
会

や
商
店

街
、
事

業
者
と
の

連
携

に
よ

り
利
用

促
進
を
図

る
。
 

利
用

者
数
 

１
日
平

均
3
0
人

（
直

近
年

度
の
実

績
1
9
人

）
と

す
る

。
 

大
中

線
の
収

支
率
を

2
0
％
以

上
（

直
近

年
度
の

実
績

7.
8
％

）
と
す

る
。
 

大
中

線
の
利

用
満
足

度
を

20
％

以
上

（
直

近
年
度

の
実
績

1
8
.
3
％
）

と
す
る

。
 

大
中

線
の
公

費
負
担

額
 

14,
0
4
4
千

円
（

経
費

1
5
,
2
99

千
円

－
収
益

1
,
2
55

千
円
）
 

【
市

街
地
循

環
線
】
 

八
日

市
駅

～
市

役
所

～
図

書
館

～
八

日
市

駅
を

循
環

す
る

市
街

地
循

環
線

の
運

行
を

開
始

し
て

い
る

。

沿
線

自
治
会

や
商
店

街
、
事
業

者
と

の
連

携
に
よ

り
利
用
者

確
保

を
図

る
。
 

 
 

利
用
者

数
 
１

日
平
均

4
0
人

（
直

近
年
度

の
実
績

3
3
人

）
と

す
る
。
 

 
 

市
街
地

循
環
線

の
収
支
率

を
2
0
％
以

上
（
直

近
年
度

の
実

績
1
1
.
2
％
）

と
す
る

。
 

 
 

市
街
地

循
環
線

の
利
用
満

足
度

を
2
0
％

以
上

（
直
近

年
度

の
実

績
1
8.
3
％

）
と

す
る

。
 

市
街

地
循
環

線
の
公

費
負
担
額

 
1
9
,
1
11

千
円
（

経
費

21
,
4
1
3
千
円

－
収
益

2
,
3
02

千
円
 

（
２
）
事
業
の
効
果
 

能
登

川
病

院
、

Ｊ
Ｒ

能
登

川
駅

へ
向

け
た

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

バ
ス

「
大

中
線

」
を

運
行

す
る

こ
と

に
よ

っ

て
、

能
登

川
西

部
地

域
に

居
住

し
て

い
る

人
々

の
バ

ス
利

用
機

会
の

創
出

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
と

と
も

に
公

共
交
通

空
白
地

の
解
消
が

図
れ

る
。
 

八
日

市
駅

周
辺

の
中

心
市

街
地

を
「

市
街

地
循

環
線

」
が

運
行

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
中

心
市

街
地

に

居
住

し
て

い
る

人
々

、
中

心
市

街
地

に
来

訪
し

た
人

々
の

バ
ス

利
用

機
会

の
創

出
が

図
る

こ
と

が
で

き
る

と
と

も
に
、

中
心
市

街
地
の
に

ぎ
わ

い
の

創
出
が

図
れ
る
。

 

特
に

、
自

動
車

を
自

由
に

利
用

す
る

こ
と

が
困

難
な

高
齢

者
や

児
童

・
生

徒
な

ど
の

交
通

弱
者

の
移

動

手
段

と
し
て

重
要
な

役
割
を
果

た
す

こ
と

が
で
き

る
。
 

ま
た

、
自

動
車

交
通

か
ら

公
共

交
通

へ
の

転
換

を
促

す
こ

と
で

環
境

負
荷

の
低

減
や

高
齢

者
の

外
出

支

援
を

図
る
こ

と
が
で

き
る
。
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別
 
紙
（
フ
ィ
ー
ダ
ー
系
統
）

 
３
．
２
．
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
行
う
事
業
及
び
そ
の
実
施
主
体
 

・
公

共
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
が

わ
か

る
路

線
図

、
時

刻
表

の
作

成
・

全
戸

配
布

（
東

近
江

市
）

 

・
沿

線
商

店
街

、
事

業
者

と
の

連
携

に
よ

る
利

用
促

進
啓

発
事

業
の

展
開
（

東
近

江
市
・
事

業
者

）
 

・
高

齢
者

サ
ロ

ン
等

に
お

け
る

公
共

交
通

利
用

方
法

の
啓

発
、
目

的
別

時
刻

表
の

配
布
（

東
近

江
市

）
 

・
小

学
校

・
中

学
校

に
対

す
る

モ
ビ

リ
テ

ィ
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
教

育
の

実
施

 

（
東

近
江

市
、

県
、

運
行

事
業

者
）

 

・
高

齢
者
サ

ロ
ン
に

お
け
る
出

前
講

座
の

実
施
（

東
近
江
市

）
 

・
高

齢
者

を
対

象
と

し
た

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

バ
ス

無
料

お
試

し
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
の

実
施
（

東
近

江
市

）
 

・
沿

線
自

治
会

館
等

で
の

乗
車

券
販

売
（

沿
線

自
治

会
）

 

・
全

国
共

通
交

通
系

Ｉ
Ｃ

カ
ー

ド
（

Ｉ
Ｃ

Ｏ
Ｃ

Ａ
）

利
用

率
の

向
上

（
東

近
江

市
、

運
行

事
業

者
）

 

・
バ

ス
の

位
置

情
報

や
混

雑
状

況
等

リ
ア

ル
タ

イ
ム

で
の

情
報

配
信

（
東

近
江

市
）

 

４
．
地
域
公
共
交
通
確
保
維
持
事
業
に
よ
り
運
行
を
確
保
・
維
持
す
る
運
行
系
統
の
概
要
及
び
 

運
送
予
定
者
 

地
域

公
共
交

通
確
保

維
持
改
善

事
業

費
補

助
金
交

付
要
綱
「

表
１

」
を

添
付
。
 

５
．
地
域
公
共
交
通
確
保
維
持
事
業
に
要
す
る
費
用
の
総
額
、
負
担
者
及
び
そ
の
負
担
額
 

東
近

江
市

か
ら

運
行

事
業

者
へ

の
運

行
委

託
料

に
つ

い
て

は
、

運
行

収
入

及
び

国
庫

補
助

金
を

運
行

経

費
か

ら
差
し

引
い
た

差
額
分
を

負
担

す
る

こ
と
と

し
て
い
る

。
 

６
．
２
．
の
目
標
・
効
果
の
評
価
手
法
及
び
測
定
方
法
 

 
・

路
線
や

バ
ス
停

ご
と
の
利

用
者

動
向

に
つ
い

て
、
モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
実
施
 

・
利

用
者
の

満
足
度

に
つ
い
て

市
民

意
識

調
査
を

実
施
 

・
路

線
ご
と

の
収
支

に
つ
い
て

数
値

指
標

に
対
す

る
評
価
を

実
施
 

７
．
別
表
１
の
補
助
対
象
事
業
の
基
準
ホ
た
だ
し
書
に
基
づ
き

、
協
議
会
が
平
日
１
日
当
た
り
の

運
行
回
数
が
３
回
以
上
で
足
り
る
と
認
め
た
系
統
の
概
要
 

【
地
域

間
幹
線

系
統

の
み
】
 

 
※

該
当
な

し
 

 

８
．
別
表
１
の
補
助
対
象
事
業
の
基
準
ニ
に
基
づ
き
、
協
議
会

が
「
広
域
行
政
圏
の
中
心
市
町
村

に
準
ず
る
生
活
基
盤
が
整
備
さ
れ
て
い
る
」
と
認
め
た
市
町
村
の
一
覧
 

【
地
域

間
幹
線

系
統

の
み
】
 

※
該

当
な
し
 

 ９
．
生
産
性
向
上
の
取
組
に
係
る
取
組
内
容
、
実
施
主
体

、
定
量
的
な
効
果
目
標
、
実
施
時
期
及

び
そ
の
他
特
記
事
項
 

【
地
域

間
幹
線

系
統

の
み
】
 

※
該

当
な
し
 

 

1
0
．
地
域
公
共
交
通
確
保
維
持
改
善
事
業
を
行
う
地
域
の
概
要
 

【
地
域

内
フ
ィ

ー
ダ

ー
系
統

の
み

】
 

令
和

２
年
国

勢
調
査

人
口

11
2
,
8
1
9
人
 

う
ち
、

人
口
集

中
地

区
以

外
人
口

7
6
,
028

人
 

交
通

不
便
地

域
等

9
,
5
4
9
人
（

永
源

寺
、

愛
東
地

区
）
 

※
根

拠
法
：

過
疎
地

域
の
持
続

的
発

展
の

支
援
に

関
す
る
特

別
措

置
法
 

1
1
．
車
両
の
取
得
に
係
る
目
的
・
必
要
性
 

【
車

両
減
価

償
却
費

等
国
庫

補
助

金
・

公
有
民

営
方

式
車

両
購
入

費
国
庫

補
助
金

を
受

け
よ

う
と
す

る
場
合

の
み

】
 

※
該

当
な
し
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1
2
．
車
両
の
取
得
に
係
る
定
量
的
な
目
標
・
効
果
 

【
車

両
減
価

償
却
費

等
国
庫

補
助

金
・

公
有
民

営
方

式
車

両
購
入

費
国
庫

補
助
金

を
受

け
よ

う
と
す

る
場
合

の
み

】
 

（
１
）
事
業
の
目
標
 

※
該

当
な
し
 

 

（
２
）
事
業
の
効
果
 

※
該

当
な
し
 

1
3
車
両
の
取
得
計
画
の
概
要
及
び
車
両
の
取
得
を
行
う
事
業
者
又
は
地
方
公
共
団
体
、
要
す
る
費

用
の
総
額
、
負
担
者
と
そ
の
負
担
額
【

車
両
減
価

償
却

費
等

国
庫
補

助
金
・
公
有

民
営

方
式

車
両
購

入
費
国

庫
補

助
金
を

受
け

よ
う
と

す
る

場
合

の
み
】
 

※
該

当
な
し
 

 

1
4
．
老
朽
更
新
の
代
替
に

よ
る
費
用
の
削
減
等
に
よ
る
地
域
公
共
交
通
確
保
維
持
事
業
に
お
け
る

収
支
の
改
善
に
係
る
計
画
（
車
両
の
代
替
に
よ
る
費
用
削
減
等
の
内
容
、
代
替
車
両
を
活
用

し
た
利
用
促
進
策
）
 

【
公
有

民
営
方

式
車

両
購
入

費
国

庫
補
助

金
を

受
け
よ

う
と

す
る
場

合
の

み
】
 

※
該

当
な
し
 

1
5
．
貨
客
混
載
の
導
入
に
係
る
目
的
・
必
要
性
 

【
貨
客

混
載
導

入
経

費
国
庫

補
助

金
を
受

け
よ

う
と
す

る
場

合
の
み

】
 

※
該

当
な
し
 

1
6
．
貨
客
混
載
の
導
入
に
係
る
定
量
的
な
目
標
・
効
果
 

【
貨
客

混
載
導

入
経

費
国
庫

補
助

金
を
受

け
よ

う
と
す

る
場

合
の
み

】
 

（
１
）
事
業
の
目
標
 

※
該

当
な
し
 

（
２
）
事
業
の
効
果
 

※
該

当
な
し
 

1
7
．
貨
客
混
載
の
導
入
に
係
る
計
画
の
概
要
、
要
す
る
費
用
の
総
額
、
内
訳
、
負
担
者
及
び
負
担

額
【

貨
客

混
載
導

入
経
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